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稲刈りの終わった田んぼに渡り鳥の季節がやってくる

TEL:0797-73-6076

試練に会っても
　私たちの周りには、なぜこんな辛いこと
が起こるのかと思うことがたくさんありま
す。しかし、神の真実は疑うべきではありま
せん。聖書はこう言っています。「あなたが
たの会った試練はみな人の知らないもの
ではありません。神は真実な方ですから、
あなたがたを、耐えられないほどの試練に
会わせることはなさいません。むしろ、耐え
られるように、試練とともに脱出の道も備え
てくださいます。」（Ⅰコリント 10：13）
　今、実際に大きな試練の中を通されてい
る方は、“これが耐えられない試練ではない
などと、どうして言えるか”と、反論されるか
もしれませんね。確かに、この世の常とは思
えない、耐え難い試練を経験することがあ
ります。しかし、どんな苦しい試みの中で
も、主の顧みが失われることはありません。
　私たちの主イエス・キリストは、私たち
と同じ人となり、私たちの経験する試練をこ
とごとく味わってくださいました。神の栄光
を捨てて、十字架にかかられました。頭に
はいばらの冠をかぶせられ、両手両足を

釘付けにされ、ののしられ、ツバをかけら
れ、ついに「わが神、わが神、どうしてわたし
をお見捨てになったのですか」と叫ばれて、
神からも捨てられてくださいました。その苦
しみは、みな私たちの罪のためでした。
　傲慢（ごうまん）で、わがままで、愛のかけ
らもない、こんな私のために、罪のない神
の子イエス様が、あのような苦しみを受け
てくださったのです。それほど私たちを愛し
てくださったのです。何という愛でしょうか。
　このキリストの愛を知れば、どんな試練
にも耐えることができるのです。自分の罪
を悔い改め、キリストの十字架が自分のた
めだったと信じて罪が赦された人は、少々
の試練には押しつぶされません。それどこ
ろか、果敢に戦って、堂々と勝利を収める
人生を歩むことができるようになります。
　もしあなたが、今大きな試練の中にお
られるなら、キリストのもとにおいでくだ
さい。そして、どんな試練の中でも神の真
実によって守られる幸いをいただいてほ
しいと願います。

ポッドキャスト
始めました。
ホームページから
利用できます。

10：30～12：00

13：30～15：00

12 25 19：00（火）

12
23（日）

12 14 19：00（金） アルフィー・サイラス・コンサート

ベアンテ・ボーマン・チェロコンサート

クリスマス礼拝
クリスマスの朝、静かに礼拝をささげます。

燭火礼拝（キャンドル・ライト・サービス）

～クリスマスはチェロの調べと共に～

アルフィー・サイラス・デュリオ・・・ 4オクターブの声域を持ち、歌手、作詞作曲家
、レコーディングアーティストの3つの顔を持つ。クインシー・ジョーンズ、マイケル・ジャクソ
ン、ホイットニーヒューストン等のバックコーラスとしてのキャリアを持ち、多くのハリウッド
映画のレコーディングにも参加している。現在イエス・キリストの愛を伝えるゴスペルシン
ガーとして、フランクリン・グラハム伝道団の賛美奉仕者として活躍中。

ベアンテ・ボーマン（チェロ）・・・スウェーデンのファルン市で生まれる。ストック
ホルム王立音楽大学で最優秀賞を授与され、ゴッデンブルグ市の国立歌劇場の主席チェ
ロ奏者を務める。その後、ドイツの国立フォルクヴァンク芸術大学、フィンランドシベリウス
・アカデミーで学ぶ。1980年より東京交響楽団で、主席チェロ奏者として活躍する。神学
博士、全日本山岳写真協会会員。

ルリ子・ボーマン（ピアノ）・・・武蔵野音楽大学卒業後、ドイツの国立フォルクヴァ
ンク芸術大学で学び、帰国後、ベアンテ氏と結婚。夫君の伝道コンサートでの伴奏や通
訳を担当している。

毎年めぐってくるクリスマス
今年は教会で心あたたまる時をお過ごしください。

表現力豊かな4オクターブの聖域を生かした、人の心を打つ迫力のある歌声をぜひお聞きください。

チェロとピアノが奏でるクリスマスの調べとメッセージをお楽しみください。

Christmas in Church

午後はロウソクの光の中、受胎告知から始まるクリスマスストーリーを聖書
から追っていきましょう。



「クリスマスの花」
冬が　近づいてきた
今年は秋を飛びこえて
ぐいぐいと　寒さがやってきた

一年の締めくくりにしようと
クリスマスを思いながら　花を探しに　出かけた
クリスマスを　待ちこがれている私に
語りかけてくれるのは　どの花だろう

私に語りかけたのは　花ではなくて
赤く光り輝く実
緑の葉の中で　きらきらと目にまぶしい

そして思い出した
これは五月頃
白い清らかな花を　
沢山咲かせていたではないか
その白が　まぶしくて
私は　立ちどまって眺めた
緑の葉と白のコントラストが美しかった

ピラカンサ
あなたはずっと　語りかけていた

ピラカンサ
今年のクリスマスの花は　あなたに決定
美しくクリスマスを飾って
人々にクリスマスの良き知らせを　伝えておくれ
常緑の葉と　赤い実をもって

この言葉に命があった
そしてこの命は　人の光であった
光はやみの中に　輝いている
そしてやみは　これに勝たなかった　
　　　　　　 　　　 　　　 (聖書)


